
総務産建

視察研修報告

滋賀県 野洲市
	人口　5 万 733 人　
面積　80 ｋ㎡

滋賀県 長浜市
人口　12 万 2,310 人
面積　680 ｋ㎡

長
浜
市
で
３
番
目
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
な
る

（
仮
称
）
小
谷
城
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
は
、
平
成
29
年
春

に
供
用
開
始
予
定
と
、（
仮

称
）
安
八
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

と
同
時
期
に
完
成
予
定
で

す
。ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
用

し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン

ち
ゅ
う
ず
は
、
計
１
７
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
契
約
農
地

面
積
を
経
営
し
、
水
稲
、

小
麦
等
を
作
付
け
し
、
ま

た
部
分
的
な
作
業
受
託
も

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
に
、
特
定
農

業
法
人
全
国
第
１
号
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

減
反
政
策
の
廃
止
、
農

地
中
間
管
理
事
業
の
開
始

な
ど
、
国
の
農
業
改
革
を

踏
ま
え
、
会
社
と
し
て
将

来
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
よ
る
米

の
価
格
・
競
争
力
、
規
模

拡
大
・
作
業
効
率
化
に
よ

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
農
産

加
工
・
複
合
化
・
多
角
化

に
よ
る
他
作
物
（
キ
ャ
ベ

ツ
栽
培
な
ど
）へ
の
参
入
、

安
全
・
安
心
の
た
め
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
食

や
地
域
間
交
流
な
ど
地
域

活
性
化
を
検
討
す
る
た
め

「
利
活
用
方
策
検
討
委
員

会
」
を
、
平
成
24
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
設
置
が
進
む
中
、
設

置
の
目
的
も
、
地
域
の
活

性
化
や
防
災
対
策
な
ど
当

町
と
同
じ
で
し
た
。
企
業

誘
致
や
集
客
の
面
で
地
域

間
競
争
が
激
し
さ
を
増
す

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

い
か
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る

か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

的
確
に
現
状

の
把
握
、
課
題

を
整
理
し
、
道

路
等
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
福
祉
・

教
育
の
拡
充
に

合
わ
せ
、
観
光

資
源
の
発
掘
、

充
実
に
も
努
め

て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

栽
培
、
加
工
、
製
造
、
流

通
な
ど
の
過
程
の
明
確

化
）
と
い
っ
た
多
く
の
課

題
が
あ
る
な
か
、
新
商
品

の
生
産
・
開
発
・
販
売
先

の
確
保
等
多
角
的
に
経
営

を
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ち
ゅ
う
ず

は
、
Ｊ
Ａ
・
行
政
が
関
わ

っ
た
成
功
の
見
本
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

株式会社グリーンちゅうずを視察

利活用方策検討委員会の説明を受けました（長浜市役所）
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平成 26 年８月 27 日（水）～ 28 日（木）

滋賀県
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